
 

 

［成果情報名］農商工連携の経済的パフォーマンス評価法 

［要約］農商工連携による新商品開発の取組みを対象にした、経済的に発揮可能な能力であ

る経済的パフォーマンスを評価するための新しい手法を開発した。この手法は、農商工連

携の経済効果の評価に加え、経済効果の予測に用いることができる。 
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［背景・ねらい］ 

 農商工連携の取組みの中には、充分な売上が得られていないものがある。農商工連携の取組

みに関して、どうすれば経済的メリットが増大するかを明らかにすることは、事業参加者と施

策担当者の双方にとって有益なこととなる。そこで、既存の連携関係から得られる経済効

果や、今後連携したい相手との経済効果を予測するための独自の手法を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本評価法は、農商工連携の取組みの約 7 割を占める新商品開発を評価対象とする。

従来の農商工連携の経済評価は、フードシステム上のバリューチェーンや、その波

及効果を評価するものが主である。本評価法は、図 1 のようなネットワークを想定

した評価法である点が特徴である。 

２．STEP1 として、中核主体と連携相手 k について、連携関係の有無からプレミアムを推

計する（図 1）。中核主体が単独で商品開発を行った時の経済的メリットを 1 とし、連携

することによりプラスアルファで得られる経済的メリットをプレミアムと定義する。連

携相手 k のプレミアムは、中核主体が単独で商品開発をした場合と、中核主体と連携相

手 k が連携して商品開発した場合の売上を比較して求める(図 1 の(1)式)。既存の売上が

ない場合は、単価・加工数量・販売数量等から計算した仮の売上を用いる。 

３．STEP2 として、取組みにおける連携構造を GTYPE で整理する。GTYPE とは、連携ありを

1、連携なしを 0 として、連携関係を整理したものである（表 1）。 

４．STEP3 として、利得を求める。本評価法では、利得を、ある連携グループの連携関係の

組み合わせにおいて経済的に発揮可能な能力、つまり農商工連携の経済的パフォーマン

スを示す指標として定義した。ひとつの表の中で利得の数値が相対的に大きいほど、経

済的パフォーマンスの大きい組み合わせであると評価する。 

５．STEP4 として、連携関係が変化した場合の売上の変化を予測できる。売上予測値の推計

は、実際の売上と利得の数値の間のベキ乗近似曲線をもとに計算する。 

６．STEP3 および STEP4 の結果から、農商工連携の経済効果を推計し、取組みの改善策を

検討することができる。例えば、表 1 の no.2 の取組みでは、中核主体と一次加工業者

（連携相手 A）が連携しており、GTYPE は{1,1,0,0,0}、利得は 2.84、実際の売上は 236

千円である。この取組みで製品加工業者（連携相手 B）と連携すれば、連携関係は no.6

（GTYPE={1,1,1,0,0}、利得=9.52）となり、売上は 790 千円に増加すると予測される。

さらに、販売業者 C と D とも連携して no.8 の連携関係になれば、売上はさらに増加し

2,489 千円となると予測される。このように、具体的な売上の変化を具体的に示すこと

で、連携関係を見直すことができる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本研究の成果に基づいて開発した６次産業化シミュレーターが、職務作成プログラム

として認定されている。 
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図 2 評価の手順 

連携相手 のプレミアム

= 中核主体が と連携した時の売上

中核主体が単独で商品開発した時の売上
− 1 ⋯ (1) 

 

利得 = 1 + 連携相手 のプレミアム

× 連携相手 の連携の有無(= 0,1)  ⋯ (2) 
 

図 1 評価の考え方 
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no.1 連携なし 1 0 0 0 0 1.00 83

no.2 A 1 1 0 0 0 2.84 236

no.3 B 1 0 1 0 0 6.67 554

no.4 C 1 0 0 1 0 11.06 918

no.5 D 1 0 0 0 1 9.41 781

no.6 A,B 1 1 1 0 0 9.52 790

no.7 A,B,C 1 1 1 1 0 20.58 1,708

no.8 A,B,C,D 1 1 1 1 1 29.99 2,489

資料： 分析結果より作成
注１：

注２： プレミアムと利得の数値は、小数点以下3桁を四捨五入した。

売上予測値は、利得と実際の売上とのベキ乗近似曲線から推計

している。

表１　GTYPEごとの利得と売上（例）
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